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保守拠点（北海道）

24拠点
人員数(北海道)

1.7千人

光契約（北海道）

111万契約
グループ会社

27社
通信局舎（北海道）

571カ所

※2023年3月末時点 ※2023年10月時点

※2024年4月時点

デジタル人材（北海道）

556名

光ケーブル総⾧（北海道）

9.5万km

管路（北海道）

3万km

とう道（北海道）

39km
※2022年12月時点 ※2022年12月時点 ※2022年12月時点
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高齢者が利用している様子

モニターAIスピーカー利用状況

利用コンテンツベスト3

1位 神経衰弱ゲーム
2位 ラジオ鑑賞
3位 おみくじ
その他 ストレッチ、脳トレ
など
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平均年齢 日常利用
者

月平均利用回数

77.1
歳

９
割

60.2
回

最高齢95歳
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学ぶ 触れる＋
ツール操作（ハンズオン）研修において職員ご自身で

Microsoft 365ツールを作成
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

出所：国土交通省北海道局
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※1 フォトニクス技術適用部分の電力効率の目標値

※2 光ファイバー1本あたりの通信容量の目標値

※3 同一県内で圧縮処理が不要となる映像トラヒックでのエンドエンドの遅延の目標値
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人口減少対策

地域交通
/物流の確保

観光

教育

あんしん/安全の
暮らしの確保

行政/まちづくり

医療





全道へ
展開

遠隔操縦 DC

今後も様々な可能性を多くの
ステークホルダーと共に検証していく

北海道バレーエリア

風力発電

半導体産
業

GX

DC
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【弘前大学医学部附属病院長：袴田 健一氏コメント】
IOWN APNは従来の回線と比べて全く遅延を感じず、さらには
スピーカーの立体音響技術や高精細なカメラ映像技術等を掛
け合わせることにより、離れた手術室空間ですが、距離を感じ
ない程の臨場感に驚嘆しました。今回使用したIOWNは大阪・
関西万博でお披露目されるとお聞きしておりますので、心待ち
にしております。
日本全体が一つの手術室のようになれば、患者さんはどこにい
ても質の高い医療を受けることができ、若手外科医も場所を選
ばず手術指導が受けられることを実感いたしました。

遅延ゆらぎ
（最大）

遅延ゆらぎ
（平均）

片道の
伝送遅延

0.02μsec0.00μsec0.28msecIOWN APN

2.96μsec0.17μsec2.20msec
従来の

ギャランティ型回線

【伝送距離約30kmの病院間のAPN通信品質測定結果】
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出力抑制されている電力に対して
4倍以上の再エネ電力を吸収可能

発
電
電
力

水力

火力

再エネ
需給不足

充電 放電

＊：蓄電設備等が設置可能なビル （571ビルのうち、157ビルが対象）
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道内における主な再生可能エネルギーの分布状況
出典:国土交通省北海道開発局様

157地域における
エネルギーの地産地消

自然エネルギーと
蓄電所の組み合わせ
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ワット・ビット連携官民懇談会事務局説明資料
2025年3月総務省・経済産業省
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